
わったエマルションの界面化学的挙動については、
20世紀の終わりからHull大学のBinks教授らに
よって精力的に研究・報告され、さらに
Dinsmoreらによってピッカリングエマルション
を基にして調製したColloidsomeという中空カプ
セルが薬物送達システムとして有望であることが
提案されると、多くの材料科学者の興味を集め、
爆発的に研究されるようになった 3） 4）。

　界面活性剤は、単純なエマルションだけでなく、
ミセル、液晶、結晶等の様々な組織を構築するこ
とが知られているが、固体粒子も多様な構造を形
作る。最も多くの報告がされているのは、水相の
中に油滴が分散したO/W型エマルションと油相
の中に水滴が分散したW/O型エマルションだが、
エマルション中の液滴にさらに細かい液滴が分散
した多相エマルションや、液相をバインダーとし
て固体粒子が連なったネットワーク・造粒構造、
水相と油相の両方が連続相を形成するバイコン
ティニュアス構造も知られている（図2） 5～10）。さ

らに、水の中に分散した気泡の表面に固体粒子が
吸着したピッカリングフォームや、一見さらさら
のパウダーなのに実際は水滴の表面が固体粒子で
覆われたリキッドマーブル/ドライウォーターと
いう新しいシステムも提案されており、固体粒子
の組織化挙動は、界面活性剤に負けず劣らず、多
彩である 11～13）。

1.  ピッカリングエマルション/ドライ
ウォーターとは?

　水の中に油滴、または油の中に水滴が分散した
エマルション型のスキンケアクリームやメイクアッ
プを調製するときには、多くの場合、1つの分子
の中に親水基と親油基が共存する界面活性剤や両
親媒性高分子が配合されてきた。これらの成分は、
油水界面の界面張力を低下させ、系を安定化する
ことができるためである。この界面活性剤や両親
媒性高分子の代わりに、界面に吸着する固体粒子
を配合したのがピッカリングエマルションである。
一般に、固体粒子と水と油を混ぜると、粒子が親
水性の場合には水相に、親油性の場合には油相に
分散するが、固体粒子が水と油の両方に親和性を
持っていて濡れ性を示すと、界面に吸着してエマ
ルションを安定化することができる 1）。われわれは、

20世紀の初頭、界面化学の黎明期にこの現象を
見いだし、学術論文として報告した何人かのパイ
オニアに敬意を表し、固体粒子によって油水界面
が安定化されたエマルションをピッカリングエマ
ルションと呼んでいる 2）。図1にピッカリングエ
マルションの顕微鏡写真を示す。透明な液体の中
に浮いているまん丸い液滴は、ローダミンという
蛍光染料で色を付けた水相で、その表面が適当な
濡れ性の樹脂の粒子で覆われている。この一風変
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剤が利用されてきた。筆者が知る限り、その最も
古い報告は、株式会社資生堂の研究者らによって
1974年にロンドンで開催された化粧料分野の世
界最大の国際会議IFSCC VIIIth International 
Congressにおいて発表された 14）。このPeral 
lotionと題された講演録では、魚の鱗を粉砕した
魚鱗片というパウダーを使って、水の中に油滴が
分散したO/W型エマルションが調製できること
が報告されている。しかも、エタノールを添加し
て水相と油相の比重を調整すると、油滴が重力に
よって浮上するクリーミングを抑制することがで
きる、という。実際に、講演録には、ボトルの中
に数センチメートルの油滴がぽっかりと浮いてい
る写真が掲載されている。この写真はモノクロだ
が、おそらく、この水滴は真珠のようにキラキラ
と輝いていたものと推察され、化粧料が単なる健
康や美容のためだけでなく、美しい世界を作り出
す、ある種の芸術作品であることがうかがえる。
　その後、ピッカリングエマルションはファンデー
ションをはじめとするメイクアップ化粧料に応用
された。花王株式会社では、シリコーン等で表面
処理を施して濡れ性を調整した顔料を用いてW/
O型エマルションを調製する技術を開発し、ファ
ンデーション、アイライナー、マスカラ等のメイ

　これらの組織構造のうち、ピッカリングエマル
ションとドライウォーターは、従来の界面活性剤
によって安定化されたエマルション型化粧料の欠
点を補い、さらには新しい機能を生み出す可能性
を秘めていることから、メイクアップ化粧料・サ
ンスクリーンからスキンケア化粧料まで、様々な
アイテムに応用されてきた。本稿では、これらの
エマルション・パウダー型化粧料とそこに秘めら
れたテクノロジーを解説するとともに、新たな価
値提案の可能性について展望する。

2.  ピッカリングエマルションを利用し
た化粧料とその特性

1.で紹介したとおり、固体粒子によって安定化
されたエマルションは、20世紀の初めにイギリ
スの研究者によって相次いで報告されたが、その
頃からいわゆる界面活性剤に関する研究が急速に
進展したのに対して、ほとんど学術的な研究成果
は報告されなかった。しかし、各国に出願された
特許を繙くと、塗料や食品の分野では顔料・タン
パク質・油脂結晶等の固体粒子によって界面が安
定化されていたことを示唆する記述にしばしば出
合うことがある。そして、化粧料の分野でも、数
十年前からピッカリングエマルションを用いた製

■図1  ピッカリングエマルションの光学顕微鏡写真
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図 1 ピッカリングエマルションの光学顕微鏡写真．
■図2  固体粒子が形作る組織構造
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